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命と心を育む社会を目指して

令和2年度当初予算　4855億8100万円の審議を行いました

令和２年２月定例会

〇抱え上げない介護普及推進事業 〇予防接種再接種事業費補助

下田の提案した政策が、予算化されました‼下田の提案した政策が、予算化されました‼

その他にも…

提案続々
実現中‼

〇避難者カードの制定
鳥栖市議会時代から訴えており、昨年6月議会でも提案した、避難者カード（避難所で明記する、
佐賀県内で統一した書式）が昨年末に完成し、県内の防災対策に寄与することが出来ました。

昨年 6 月議会にて提案。
予算額：311 万円
介護職員の身体的負担の軽
減や、高齢者の拘縮や褥瘡
（じょくそう）などの二次
障害の予防のため、魅力
ある介護現場の創出を促
進する事業。

昨年 11 月議会にて提案。
予算額：104 万７千円
小児がんの治療などによっ
て、免疫が消失した際、予
防接種の再接種が必要とな
る方々への費用を補助する
制度。補助率100%は全国
初となります。

「毎日新聞」2020 年 3 月 18 日（水）朝刊 「佐賀新聞」2020 年 3 月 18 日（水）朝刊

新型コロナウィルス対策　　　　　　　　　　　　　　　佐賀県では、臨時で追加補正予算を組みました。感染防止対策用品購入費
　　　　　　　　　　　　　　　として、マスク提供744万枚、消毒液の提供29000ℓをはじめ、自宅
待機が困難な生徒への学校での昼食提供の経費、県内の観光連盟等への補助、中小企業事業資金貸付金、就
職活動支援事業や、個人向け緊急小口資金など、総額7億７８１７万円です。

SAGAサンライズパーク
　　　　　　　について

スポーツ振興対策等特別委員会で
建設現場の視察を行いました。

意見交換会での
私の質問が佐賀
新聞で取り上げ
られました。



あとがき

登録
お願い
します

１月 ２月 ３月
昨年の豪雨で破損
し、そのままの状
態となっておりま
す。土木事務所と
の協議を行い、本
年の梅雨時期まで
には改修していた
だきたいと要望を
しております。

リクエストを受け、１５名ほどで鳥栖小
学校の授業を視察。内容は「和室での礼
儀作法」。これは大人も一緒に学んだら
楽しいですね。鳥栖の誇るべき教科です。

日本政策金融公庫、放課後児童クラブ連
絡会、富士町観光協会、佐賀青果市場、
佐賀花商組合、佐賀県工業連絡会からヒ
アリングを行いました。政策に反映しま
す。

なつかしい
ご縁をたく
さんいただ
きました。
また、令和
５年に佐賀
県で開催さ
れる国民ス
ポーツ大会
では、空手の会場は鳥栖市となります。
連盟の発展と国民スポーツ大会の成功を
皆様と誓い合いました。

令和２年の
はじめに、
私が乾杯の
ご挨拶をさ
せていただ
きました。
今後も九州
を牽引する
商工団地として益々のご発展をお祈りし
ております。

新たに理事長
に就任された、
東明館学園の
荒井理事長を
お招きして
「志と夢～
東明館の挑戦」
と題し、今後
の教育に求め
られることについて深い議論をさせてい
ただき、大盛況の研修会となりました。

活動報告写真

変更しました！
https://lin.ee/opcwmAn

「幼児教育センターの設置」を検討「幼児教育センターの設置」を検討
委員会質問 文教厚生常任委員会

「毎日新聞」令和２年３月１０日朝刊

3 月 10 日の毎日新聞に掲載していただきました。
私が長年訴えていた幼児教育のあり方について、佐賀県が幼児教
育センター設置検討の方針を示しました。
幼稚園・保育園・こども園は、それぞれが文科省・厚労省・内閣
府と管轄が違います。その中で、平成 30 年度からこれら 3 つの方向性について、「幼児教育の共通性の確保」
「乳児保育から小学校までの発達と学びの明確化」が謳われており、幼児教育のあり方が問われておりました。
　　　　　　　　　　　　　しかし、国をはじめ、県も市町も、全国ほぼ全て管轄部署が別であり、幼児教育
　　　　　　　　　　　　　の必要性は認めるものの、そのあり方が明確になっていないのが現状です。
　　　　　　　　　　　　　また、幼保小の接続期のあり方についても、幼児教育からの学びの延長という視
　　　　　　　　　　　　　点は乏しく、単にクラス編成についてお互いが情報交換する程度が現状といって
　　　　　　　　　　　　　も過言ではありません。このあたりを指摘していたところ、佐賀県からは、私と
　　　　　　　　　　　　　課題認識を同じく思っていただいていたようで、佐賀県における幼児教育につい
　　　　　　　　　　　　　て検討するという方針が示されました。
　　　　　　　　　　　　　今後は、障がいや医療的ケアなどの配慮が必要な子への環境整備も含め、訴えて
　　　　　　　　　　　　　参ります。

　世界的な猛威を振るい、佐賀県内、福岡市や久留米市などでも感染者が確認されております。また、先日はコメディア
ンの志村けんさんもお亡くなりになられ、一気に身近に感じた方も多いと思います。
　地域の学校を訪問し、校長先生とお話させていただきました。生徒がいない学校は活気が無くさみしいものです。また、卒業
式や入学式は少人数での開催となると共に、子供達の居場所も制限され、働いている保護者としても様々な不安があります。
　そして、結婚式を延期された方、移動の制限、送別会や様々な行事の中止や延期が相次いでおり、行政も用事が無い
ならば外出はしないでくれと「外出自粛」を呼びかけ、何とか感染拡大を防ぐための呼びかけが行われています。
　今後も、まだ新型コロナウィルスの世界的猛威は収まらないでしょう。まずは自分の身の回りの感染予防
対策を徹底することを心掛け収束を待たなければなりません。
　3月は人生の節目となる季節。新たなステージで活躍する
人たちには心からの祝福をお祈り致します。また、私事です
が、激しかった県議会議員選挙から丸 1年経ちました。
　来年こそは、全ての人達と安心して桜を愛でることが出来
ますように。

鳥栖商工団地年詞交換会

コロナ対策ヒアリング
教科「日本語」の視察

佐賀県空手道連盟
創立５０周年記念祝賀会

龍馬プロジェクト
研修会

大木川の井堰

新型コロナウィルス

本鳥栖町　水影天神社の境内にて


